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詩

勝利の⽣活
今年もまた１年が終わろうとしています。このこ
とを考えるとき、我々は、神の御⼼にかなった、
霊感を受けた⼈の⾔葉をくり返すために⽴ち⽌ま
るべきではないでしょうか。「主よ、⼤いなるこ
とと、⼒と、栄光と、勝利と、威光とはあなたの
ものです。」、「その右⼿と聖なる腕とは、おの
れのために勝利を得られた。」（歴代史上 29:11、
詩篇 98:1）。

今年、我々の多くは、良い時期と悪い時期とを
経験したことでしょう。誰も失敗や失望を経験し
たいとは思いません。それでは、勝利への鍵は何
でしょうか。それは、我々がイエス・キリストに
完全に屈服することにより、イエス・キリストが
我々の⽣活の中において聖霊を通じて働きをなす
ことです。これにより 我々はイエス・キリスト
の明らかにされた意志に従いながら、彼の教えに
従う⼒を得ることができます。

年末は、神が我々⼀⼈びとりを優しく、慈悲深
く保護してくださったことについて神に感謝する
ための素晴らしい機会です。また、年末は、霊的
な⾃⼰評価をするための最良の機会を提供します。
我々は、イエスに信頼し、このお⽅を継続的にな
がめ、このお⽅が流した⾎の⼒を通じて我々の⽋
点を克服することにより、猶予期間の終わりのた
めの準備をしているでしょうか。

今年の祈祷週の読み物は、我々を正しい⽅向に
導くことを⽬的としています。キリストを通した
勝利の⽣き⽅というテーマについて信⼼深く検討
しましょう。また、次の⽇を念頭におきながら、
この読み物を孤⽴している⼈々や家の中でしか過
ごせない⼈々とも共有しましょう。

祈りと断⾷:

安息⽇ 12 ⽉ 10 ⽇

伝道献⾦:

⽇曜⽇ 12 ⽉ 11 ⽇
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我々が単に理論について喜ぶだけではなく、完
全で真摯な確信に従って次のように宣⾔できるよ
うに主がしてくださることが我々の祈りです。
「しかし、感謝すべきことには、神はわたしたち
の主イエス・キリストによって、わたしたちに勝
利を賜ったのである。」、「わたしたちの信仰こ
そ、世に勝たしめた勝利の⼒である」（コリント
第⼀ 15:57、ヨハネ第⼀ 5:4）。

Official Church Publication of the Seventh Day

Adventist Reform Movement

「わたしたちが⽣存している時代は改⾰的な⾏動を要求し
ている」教会への証 4 巻 488
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4, 7, 8, 12, 15, 16, 20, 24, 28, 31, 32; Adventist Digital Media
on pp. 11, 19; picture by Giovanni Francesco Barbieri on p. 22;
picture by Briton Reviere on p. 27.
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編集記

勝利者
黙⽰録第 2 章、第 3 章において、我々は、神

の教会における７つの異なる時代における勝利者
への７つの約束を確認することができます。

黙⽰録第 2 章、第 3 章において、我々は、神
の教会における７つの異なる時代における勝利者
への７つの約束を確認することができます。

１． 命の⽊への道。

２． 第２の死からの解放。

３． ⾷べるための隠されたマナ、およびイエス
の新たな名が書かれた⽩い⽯。

４． 国々に対する権⼒、キリストご⾃⾝である
明けの明星（贖われた者は、キリストの永
遠のご臨在という特権を享受することがで
きる。）。

５． キリストの義である⽩い⾐、および彼らの
名が永遠に⼩⽺の命の書に書かれること。

６． キリストの宮において柱になること（救わ
れた者は、永遠に神のご品性を反映する）。

７． 彼らは、キリストと共にその御座に座する
こと。

あなたは、これらの約束を喜びますか︖もちろ
んそうでしょう。私もそうです。神は彼の約束
を果たすことにおいて誠実であることを⼼に留
めましょう。しかし、そのためには、我々は、
神の恵みにより勝利者となるための条件をみた
さなければなりません。

我々の最初の両親が罪に陥ったときから、⼈
類は道徳⾯において弱くなり、彼ら⾃⾝の⼒では
悪に打ち勝つことができなくなりました。しかし、
アダムとエバが罪をおかしたその⽇に主は、サタ
ンに打ち勝ちその最⼤の敵の頭を打ち砕くという
約束をすることにより、彼は希望の星を彼らに⽰
されました。

我々は、聖書の歴史の初期の頃から神に従った
勝利者の⽣き⽅を知るという祝福を受けること
ができます。アダム、アベル、セツ、エノク、
メトセラ、ノア、アブラハム、イサク、ヤコブ、
サラ、ヨケベデ、ハンナ、ルツ、アビガイル、
デボラ、ラハブ、ギデオン、バラク、サムソン、
および聖なる書物に書かれた膨⼤なリストに書
かれた他の英雄達。

我々が、これらの⼈々の⽣活を注意深く分析
する際には、彼らが重⼤な品性の⽋陥をもって
いたにもかかわらず、信仰によってこれらに打
ち勝ったことを発⾒することができます。そし
て実際、へブル書のリストにおいては、「信仰
により」という⾔葉がすべての名前の前につい
ています。

我々は、同じ⽅法によって品性の⽋陥に打ち勝
つことができます。すなわち、世の罪を取り除く
神の⼩⽺に対する信仰によってです。我々のそば
には、同じ慈悲深い神、同じ恵み、同じ神聖な代
理⼈たちがいます。我々が⼒強い救い主に訴える
ときはいつでも、彼らは喜んで我々を助けたいと
願っておられます。

我々は、打ち勝つための戦いにおいて同じよう
な敗北を経験しているでしょうか。これらの英
雄たちも同様に敗北を経験しました。しかし、
彼らの最終的な勝利は、我々も打ち勝つことが
できるという保証です。

この祈祷週において、我々は、聖書に書かれ
ている何⼈かの英雄の⽣き⽅を注意深く検討し
ます。これは、⾮常に有益な研究です。しかし、
それ以上に、我々は彼らが受けた恵みと同じ恵
みを受けることにより、我々は彼らと同じ勝利
を得ることができるのです。我々は主イエス・
キリストと共にいることにより打ち勝つことが
できます。そのことを確信しなければなりませ
ん。神の祝福がありますように。
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エノク－神と共に歩んだ⼈
⾦曜⽇ 2016 年 12 ⽉ 2 ⽇

ホワイト夫⼈の書物からの引⽤

世の状態
世界中の各都市が罪悪の温床と化している。ど

こにおいても罪悪を⽬にし、⽿にし、堕落放蕩へ
の誘惑が⾄るところに存在する。腐敗と犯罪の傾
向はつねに増⼤し、⽇々、暴動、略奪、殺⼈、⾃
殺、その他名もつけられないような犯罪の記録が
重ねられている。

都市⽣活は虚偽で不⾃然である。⾦銭を獲得し
ようという強い欲望や不断の興奮、快楽の追求、
みえ、奢侈、ぜいたく、こうしたすべてのことが
⼈⽣の真の⽬的から⼤ぜいの⼈の⼼をそらせてし
まう。そして、数知れぬ罪悪への⾨を開き、⻘年
男⼥の上にほとんど抵抗しがたい⼒を持っている。

都市の⼦供や⻘年をおそう最も狡猾で危険な誘
惑は快楽を愛することである。祭⽇が多く、競技
や競⾺が幾万の⼈を集め、連続した興奮と快楽は
⼈⽣のまじめな仕事から⼈の⼼を奪ってしまう。
もっと良いことのためにたくわえねばならない⾦
銭が娯楽のために消費されていく。

独占企業の活動や労働組合やストライキによっ
て都市の⽣活状態は刻々、困難になっていってい
る。恐ろしい災難が迫っている。1

今⽇、あらゆる種類の犯罪が⾦儲けのために使
われている。利⼰⼼、詐欺、強盗、流⾎の惨事は
この世における実際のソドムを作り出しており、
この世の住⺠を⼤洪⽔前の住⺠と同じような者に
している。所有することへの欲望において、神の
律法は犯されている。2

⼈々は神の要求への服従から解放されていると
いう教えは、道徳的義務の⼒を弱めており、この
世に悪を引き込む扉を開いている。無法であるこ

と、浪費、堕落は、⼤きな津波のように我々に押
し寄せている。家族において、サタンは働いてい
る。サタンの旗は、クリスチャンの家庭であると
公⾔している家族においてさえ、はためいている。
そこには、妬み、悪い考え、偽善、逸脱、競い合
い、争い、聖なる信頼への裏切り、欲望に浸るこ
と等がある。宗教的な原則や教理の全体系、すな
わち社会⽣活の基礎と⾻組みを作りなすべきもの
が、⼤きくよろめき、破たんするばかりである。
最悪の犯罪者がその犯罪のために刑務所に収容さ
れた場合、彼らはたびたび贈り物や注⽬を受け、
羨ましい地位を獲得したかのように⾒えることが
ある。彼らの性質や犯罪は、広く公になる。新聞
は、その反乱的な悪の詳細を公表し、これにより、
ほかの者が詐欺、強盗、殺⼈を実際に真似するよ
うになる。サタンは、この地獄のような図式が成
功することを⼤いに喜ぶ。悪におぼれること、残
酷に命を奪うこと、あらゆる種類と程度の不摂⽣
や悪の増⼤により、神を恐れる者はみな⽬覚めて、
悪の潮流を⽌めるために何ができるかを尋ね求め
るべきである。3

世の⼈々は、名誉を得ることを熱望する。彼ら
は、家、⼟地、⼤⾦を求める。これらは、世の基
準によれば、偉⼤なものである。彼らは、優越感
をもって貧乏な⼈をみくだすことのできる⾼い地
位を獲得することを熱望する。これらの魂は、砂
の上の建物であり、彼らの家は、直ちに崩壊する。
地位の⾼さは、真の偉⼤さではない。魂の価値を
増加させないものは、それ⾃体真の価値をもたな
い。4

教会においてさえ、
これがどのように表されているか
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霊的な誇り、⽀配への欲望、名誉や地位の熱望、
⾃制⼼の⽋如、情熱や偏⾒にふけること、判断⼒
の不安定さまたは⽋如により、教会は混乱に陥り 、
またその平和は犠牲にされる。

困難は、しばしば噂話を広める者により引き起
こされる。彼らがささやくほのめかしや意⾒は、
疑わない者の頭を毒し、親友の関係を引き離す。
開いた⽿と悪の⼼をもって「報告しなさい……そ
うすれば、我々も報告しよう」と⾔う多くの⼈々
により、仲間を引き離そうとする者がその悪の働
きにおいて⽀援されている。」5

敵は、我々のところにきて、今なされるべき重
要な働きから我々の⼼を引き離そうとする。彼は、
我々が些細な事柄に携わり続けるようにしむけ、
また他の者を批判し、⾮難することが我々の領分
であると考えさせるようにしむける。しかし、
我々のなすべき仕事は、我々⾃⾝の魂と誠実に向
き合うことである。我々は、⾃分の⼼を探り、
我々が神の御⽬に正しい者であるか探らなければ
ならない。ペテロは、キリストに、ヨハネについ
て「主よ、この⼈はどうなのですか」と尋ねた。
しかし、主は彼に「あなたにはなんの係わりがあ
るか。あなたは、わたしに従ってきなさい」とお
答えになった。我々には、⾃分のなすべき仕事が
ある。我々が他⼈を批判する場合、我々は最も重
要なことを軽視している。6

我々の諸教会にイエスとその愛が⽋如している
ことを主が私に提⽰されたために、私は数年の間、
魂の苦しみを感じた。そこには、⾃⼰満⾜の精神
と地位と優越さを求める傾向があった。私は、⾃
⼰に栄誉を帰そうとすることがセブンスデー・ア
ドベンチストにおいて⼀般的になっていることを
⾒た。そして、⼈の誇りが低くされ、キリストが
⾼められない限り、我々が⺠として再臨の時にキ
リストを受け⼊れる状態は、ユダヤ⼈がキリスト
を初臨の時に受け⼊れる状態とまったく同じなの
である。7

我々はいかにして蔓延している考え⽅を回避
できるか
神の⺠を世の⼈々から区別する特徴は、謙遜であ
る。⾃尊⼼や⾃⼰義が最も⼩さく、⾃⼰信頼や⾃
⼰⾰新が最も⼩さい⼈、へりくだって信頼する信
仰によって神を待ち望む者は、神に最も近く、神
から最も尊ばれている⼈である。名誉や地位にお
いて他の者と同等、あるいはそれを超える者とな
ることを望むかわりに、我々はへりくだった信⼼
深いキリストの僕になるべきである。……

⾃⼰愛、⾃⼰⾼揚、誇りは⼤きな弱点である。
しかし、謙遜には⼤きな⼒がある。⾃⼰愛や尊⼤
さは、謙遜や謙虚さと⽐較した場合、本当に弱点
である。救い主を⼼の⽀配者とさせたのは、彼の
優しさ、率直で気取らない態度である。しかし、
我々が神から分離した状態、すなわち⾃分たちの
誇りと闇のうちにあるとき、常に⾃⼰を⾼めよう
とし、⼼の謙虚さが⼒であることを忘れてしまう。
8

エノク－今⽇における我々の模範
エノクは、⼈類における最初の預⾔者であった。
彼は、キリストの再臨と彼のその時の働きを預⾔
によって予め伝えた。彼の⽣活は、クリスチャン
の⼀貫性についての⾒本であった。⾮難と裁きに
おいて、聖なる唇のみが神のみ⾔葉を語るべきで
ある。彼の預⾔は、旧約聖書には書かれていない。
我々は、エノクの働きに関する書物をみつけるこ
とはできない。しかし、神の預⾔者であるユダは、
エノクの働きについてふれている。9

主をおそれた⼈々は、エノクから教えを聞き 、共
に祈るために集まってきた。彼は、また、⼈々の
間で公の伝道に従事し、警告の⾔葉に⽿を傾ける
ものには、だれにでも神の使命を伝えた。彼は、
セツの⼦孫のためだけに働いたのではなかった。
カインが主の前 からのがれてきた⼟地でも、神の
預⾔者は幻に⾒た驚くべき光景を⼈々に伝えた。
「⾒よ、主は無数の聖徒たちを率いてこられた。
それは、すべての者にさばきを⾏うためであり、
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また、不信⼼な者が、信仰を無視して犯したすべ
ての不信⼼なしわざ････を責めるためである」
（ユダの⼿紙 14, 15）。

彼は、恐れることなく罪を譴責した。彼は、その
時代の⼈々に、キリストのうちに表わされる神の
愛を説き、悪の道か ら離れることを熱⼼に訴える
とともに、広く⾏なわれていた罪悪を責め、律法
にそむく者には、必ず刑罰が臨むことを警告した。
エノクを通して語ったのは、キリストのみ霊であ
った。このみ霊は、愛と同情と勧告の⾔葉だけを
語るのではない。聖者たちが語るのは、⽿に快く
ひびくことだけではない。神は、その使命者の⼼
とくちびるに真理を与えて両刃の剣のように、す
るどく痛烈な⾔葉を語らせられるのである。

神のしもべを動かした神の⼒は、それを聞いた
⼈々に感じとられた。警告に従って、罪を離れた
者もあったが⼤多数は、厳粛なメッセージをちょ
う笑し、ますます⼤胆に悪の道に⾛った。終末時
代の神のしもべたちは、同様の使命を世に伝えな
ければならない。そして、それは、また、不信と
ちょう笑をもって迎えられるであろう。洪⽔前の
世界は、神と共に歩んだ者の警告の⾔葉を拒否し
た。そのように、終末時代の⼈々も主の使命者た
ちの警告を軽んじるであろう｡10

〔エノク〕は、また、キリストの再臨のときにお
ける堕落した世の状態を⾒た－それは、⾃慢をし、
傲慢で、⾝勝⼿な世代であり、神の律法に反乱す
るものであった。その世代は、唯⼀の神と我々の
主イエス・キリストを否定するものであり、彼の
⾎を踏みにじり、彼の償いを⾒下す者たちであっ
た。彼は、正しい者達が栄光と誉の冠をかぶって
いるのをみた。他⽅で、悪⼈たちは、主の存在か
ら切り離され、⽕で焼かれた。11

エノクの場合では、意気消沈した信⼼深い者達
は、⾃分達の創造主に対して公然と⼤胆に反逆す
る堕落した罪深い⼈々のなかでくらしたとしても、
もし彼らが主に従い、約束された救い主への信仰
をもつならば、信仰深いエノクのように義を⾏い、

神に受け⼊れられ、最後には彼の神の王座へと引
き上げられることを教えられた。

エノクは、世から分離し、彼の多くの時間を祈
りと神との親交に⽤いた。エノクは、終わりの時
代に世から離れる神に忠実な⼈々を代表している。
不義は、地上において恐ろしいほどまでにはびこ
る。⼈々は、彼らの堕落した⼼から⽣じる全ての
想像に従い、彼らのだましごとの哲学を実践し、
⾼い天の権威に対し反乱する。

神の⺠は、彼らのまわりにある不義の働きから
分離し、神の聖なる姿が彼らの中に反映されるま
で、思いの純粋さと神の意思との聖なる調和を求
める。エノクのように、彼らは天へ移されるのに
適した者となる。彼らは、世を指導し、警告しよ
うと努⼒するにあたり、不信⼼者の習慣や精神と
⼀致せず、むしろ聖なる対話と神の⾒本により彼
らを譴責する。⼤洪⽔による世の破壊の直前の天
へ移されたことは、⽕による地球の破壊の前にす
べての正しい者が天へ移されることを表している。
聖徒達は、彼らが忠実に神の正しい戒めに従った
ことから、彼らを憎んだ者たちの⽬の前で祝福さ
れる。12

エノクは、聖なる⼈であった。彼は、専⼼神に
仕えた。彼は、⼈類家族の堕落を認識し、彼⾃⾝
をカインの⼦孫から引き離し、また彼らの重⼤な
悪について彼らを⾮難した。地上には、神の存在
を認め、彼をおそれ、彼に礼拝する者たちがいた。
しかし、⾼潔なエノクは、神に従わない者の増加
する悪をみて失望し、そのため彼は、⽇々かれら
と交わることをさけた。なぜなら、彼は、彼らの
不信⼼さから影響をうけ、彼の⾼められた品性の
⼟台となる彼の頭脳が聖なる尊敬をもって神を認
識しなくなってしまうことを恐れたからである。
彼らが神の権威を踏みにじることを⾒て、彼は
⽇々、悩まされた。彼は、彼らから離れることを
選び、彼の多くの時間を⼀⼈で過ごし、瞑想と祈
りにその時間を費やした。彼は、神に仕え、彼の
み旨を実践することができるように、より完全に
理解できることを祈った。13



8

キリストの再臨について他の者に教える
団体の働きをもって個⼈的な働きの代りにしよ

うとする傾向がどこにでも⾒られる。⼈間の知恵
には、団結し、⼀つに集結して⼤きな教会や機関
を建設しようとする傾向がある。⼤勢の⼈が慈善
事業を各種団体、機関に任せ、⾃分は社会との接
触を避けるため、⼼はだんだんと冷えてくる。そ
ういう⼈は⾃⼰に没頭し、感受性を失い、神と⼈
とに対する愛が絶えてしまう。

キリストは従う者にそれぞれ働きを委任された。
それは代理⼈ではできない働きである。病⼈や貧
しい⼈々への奉仕、迷った⼈に福⾳を伝える仕事
は委員会や組織だった慈善事業団体に任せておく
べきではない。福⾳は個⼈的な責任、個⼈の努⼒、
その⼈⾃⾝の犠牲を要求する｡14

我々は⽇々、良い信仰の戦いをしなければなら
ない。神は⽇々、我々になすべき仕事をお与えに
なる。我々は最初から結末を予測できるわけでは
ないが⽇々、正義の道を歩んでいるかを吟味すべ
きである。我々は、キリストをながめながら、打
ち勝つために努⼒しなければならない。なぜなら、
すべての誘惑において、彼は勝利をもたらすため
に我々の側におられるからである。⼀⽇⼀⽇が、
神の働きをなす特権を与えられた最後の⽇だとみ
なされるべきである。毎⽇多くの時間が祈りに費
やされなければならない。こうして我々は、キリ
ストの⼒の下で働くことができる。このような⽅
法でエノクは神と歩んだのであった。義なる品性
を表すことによって世に警告し、世の罪を責めた
のであった。

我々は、キリストが間もなく地上に来られるこ
とを信じると公⾔する。厳格な責任が我々に課せ
られている。なぜなら、失われる世は、速やかな
裁きについて警告を受けなければならないからで
ある。我々は、その責任を放置してはならない。
我々は、働きをする義務を負わなければならない。
⾃我は忘れさられなければならず、キリストが現
れなければならない。信仰深く、従順な⼦供とし
て我々は光によって導かれ、その貴重な光を他の

者に反映させなければならない。ああ、全天が世
の救いに興味があることを我々が認識できれば。
我々は、イエスに従う者となるための聖なる熱意
を呼び起こすべきである。……

キリストに従うと公⾔する者は、世への警告に
ついて責任を負う。我々にかせられた厳粛な働き
を我々はいかになしているであろうか。我々は、
神の御前にへりくだり、⼈間の考えに従ってはな
らない。我々は、世にでていき、神の⾔葉を語り、
神が我々を世に遣わされたことを世に知らせなけ
ればならない。15

エノクから学ぶ
エノクは、預⾔の霊によって彼に明らかにされ

た全てのことを信仰深い⽅法で再現した。ある者
は、彼の⾔葉を信じ、⾃分の悪から離れ、神をお
それ礼拝した。ある者は、たびたび彼の住まいを
おとずれ、そのとき彼は、彼らを教え、また神が
そのみ旨を彼らにお与えになるように祈った。そ
の後、彼は、⼀定期間、隠居することを選んだ。
これにより、彼は、⼈々が彼を⾒つけ彼の聖なる
瞑想と神との交流が中断されることから逃れた。
彼は、彼を愛し、彼の知恵の⾔葉を聞こうとする
者により構成される社会から完全に離れることは
しなかった。また彼は、⾃分を完全に堕落から切
り離すことはしなかった。彼は、正しい者と悪し
き者の両⽅に会い、 神に従わない者が悪の道を
はなれ神を畏れるようになるために働いた。また、
彼は、神の知識をもつ者が、彼のためにより完全
に奉仕しうるように教えた。彼の神との会話と聖
なる⾒本によって彼らが益を受けうる間、彼は彼
らと共にいた。その後⼀定期間、彼は社会から完
全に離れ、あざける者、偶像礼拝から離れた。そ
れは神との会話と、神のみが彼に与えうる聖なる
知識のために飢え渇いて、⼀⼈でいるためであっ
た。

エノクが着実に主に従い、悪を憎み、神のみ旨
をもっと完全になすために天の知識を熱⼼に求め
たため、主はエノクを愛された。エノクは、彼が
畏れ、崇敬し、あがめる神と彼⾃⾝がより完全に
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結合することを熱望した。神は、エノクが他の
⼈々と同じようなかたちで死ぬことを許されず、
彼が死を⾒ることなく昇天するために天使をつか
わされた。17

驚くべき結果
エノクによって説教されたメッセージと彼の昇
天は、彼の時代に住んでいた⼈々に対する⼒強い
論拠となった。これらのことは、義⼈は天へ移さ
れることができることを⽰すのに、メトセラやノ
アが⼒強く⽤いることのできる論拠であった。

エノクと共に歩んだ神は、我々の主、救い主イ
エス・キリストであった。彼は、エノクの時代に
おいて世の光であったように、今もそうである。
その時代に住んでいた⼈々に、命の道において彼
らを導く教師がないわけではなかった。なぜなら、
ノアやエノクがクリスチャンであったからである。
福⾳はレビ記の規則の中に与えられている。当時
と同じように、現代でも絶対的な服従が求められ
ている。我々がこの⾔葉の重要性を理解すること
はいかに重要であろうか。

次のような質問がなされている。教会における
⽋乏の原因は何であろうか︖その答えは、我々が、
その思いをみ⾔葉から離してしまうことである。
もし、神のみ⾔葉が魂の⾷物として⾷され、それ
が敬意と尊敬をもって扱われるならば、多くの繰
り返されている証は必要なくなる。単純な聖書の
宣⾔が受け⼊れられ、実⾏されるはずである。

その⽣きた原則は、国々をいやす命の⽊の葉で
ある。……

サタンが我々に対し⾃分のほのめかしを押し付
けるとき、我々がもし「主はこのようにいわれ
る」という⾔葉を⼼に抱いているならば、いと⾼
きお⽅のかくまった部屋へ引き⼊れていただくこ
とができる。

多くの者は、聖なる型に従うことができない。
なぜなら彼らは、そのご品性の正確な特徴をほと
んど学ばないからである。多くの者は、様々な計
画のために忙しく、いつも活動的である。そこに

は、⼤切なイエスが近しい友⼈として近づくため
の時間がない。彼らは、全ての考えと⾏動におい
て主を念頭におくことをせず、またそのような場
⾯で、「これは主の道であろうか︖」とたずねる
ことをしない。もし、彼らがそのようにするなら
ば、彼らは、エノクが⾏ったように神と共に歩む
ことができる。18

引⽤⽂献
  ﾐﾆｽﾄﾘｰ･ｵﾌﾞ･ﾋｰﾘﾝｸﾞ   
  ｻｲﾝｽﾞ･ｵﾌﾞ･ﾀｲﾑｽﾞ    年  ⽉   ⽇
  同上     年  ⽉  ⽇
  ﾕｰｽ･ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ     年   ⽉  ⽇
  教会への証  巻        
  ﾚﾋﾞｭｰ･ｱﾝﾄﾞ･ﾍﾗﾙﾄﾞ    年  ⽉   ⽇
  教会への証  巻        
  ｻｲﾝｽﾞ･ｵﾌﾞ･ﾀｲﾑｽﾞ    年   ⽉   ⽇
     ﾊﾞｲﾌﾞﾙ･ｺﾒﾝﾀﾘ  ･ ･ﾎﾜｲﾄ･ｺﾒﾝﾄ  巻     
   ⼈類のあけぼの上巻      
   ｻｲﾝｽﾞ･ｵﾌﾞ･ﾀｲﾑｽﾞ    年  ⽉   ⽇
   同上
   預⾔の賜物  巻   
   ﾐﾆｽﾄﾘｰ･ｵﾌﾞ･ﾋｰﾘﾝｸﾞ   
   ﾚﾋﾞｭｰ･ｱﾝﾄﾞ･ﾍﾗﾙﾄﾞ    年  ⽉   ⽇
   ｻｲﾝｽﾞ･ｵﾌﾞ･ﾀｲﾑｽﾞ    年  ⽉   ⽇
   霊的賜物  巻   
   教会への証  巻        
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アブラハム－信仰の⽗
安息⽇ 2016 年 12 ⽉ 2 ⽇

聖句と証の書の編集、     ドゥマゲットによるコメント付記

ある夜、家が⽕事にあい幼い男の⼦が屋根のう
えに逃げることを余儀なくされました。その⼦の
⽗親がその下の地上にたち、腕を伸ばしたうえで、
「⾶び降りなさい。私が取ることができる」と彼
の息⼦に叫びました。彼は、その男の⼦が⽣き延
びるためには、⾶び降りなければならないことを
知っていました。その男の⼦が⾒ることができた
のは、炎、煙、暗闇だけでした。想像しうるよう
に、彼は屋根から⾶び降りることが怖かったので
す。彼の⽗親は「⾶び降りなさい。私がつかまえ
るから」と叫び続けました。しかし、男の⼦はな
おも「お⽗さん、僕はお⽗さんが⾒えない」と⾔
いました。しかし、⽗親は「でも、私からは君が
⾒える」と返答しました。その男の⼦は⾶び降り
ました。なぜなら、彼は⽗親を信じたからです。
そのように、クリスチャンの信仰は、我々が命に
向かい合うか、もしくは死に対⾯することを可能
にします。それは、我々が⾒えるからではなく、
むしろ確かに我々が⾒られているからです。これ
が信仰の意味です。信仰は、⾒えないものに関す
るものであり、むしろ⼿にしていない事柄に対す
る望みに関するものなのです。信仰は、単に理論
的に学べればよいというものではなく、それは⽣
活において実際に体験されなければなりません。
使徒パウロは、次のように説明しました。「神の
義は、その福⾳の中に啓⽰され、信仰に始まり信
仰に⾄らせる。これは、『信仰による義⼈は⽣き
る』と書いてあるとおりである」（ローマ⼈への
⼿紙 1:17）。

なぜ信仰により⽣きることがそれほど重要なの
でしょうか︖勝利における信仰の役割は何でしょ
うか︖使徒パウロは次のように宣⾔しました。
「なぜなら、全て神から⽣まれた者は、世に打ち

勝つからである。そして、わたしたちの信仰こそ、
世に勝たしめた勝利の⼒である」（ヨハネの第⼀
の⼿紙 5:4）。

「信仰によって、品性の⽋陥がすべて補われる
のであり、すべての不潔なものがきよめられ、⽋
点がなおされ、⻑所がのばされるのである｡」1

「悪に打ち勝つ働きは、信仰を通じてなされる。
戦場に向かう者は、完全な神の武具を⾝につけな
ければならないことを知る。その信仰の盾は、彼
らの防御となり、彼らを勝利者以上の者にさせ
る。」2

世に対する勝利を我々にもたらす信仰は、我々
の⽗アブラハムにより⽰されました。なぜ、アブ
ラハムは、信仰の⽗と呼ばれるのでしょうか︖
我々が何らかの⽗という⼈について考える場合、
我々は何らかの発明者や何かに対し⼤きな前進を
もたらした⼈を思い浮かべます。ヒポクラテスは
医学の⽗とみなされており、エジソンは電気の⽗
であり、カール・ベンツは⾃動⾞の⽗である。ア
ブラハムについてはどうでしょうか︖どのように
して彼は、信仰の⽗になったのでしょうか︖我々
は、信仰を理解するためには彼の⽣活における経
験を知らなければなりません。もし、我々が世に
対する勝利をもたらす信仰をもちたいならば、
我々はアブラハムの信仰をもたなければなりませ
ん。

アブラハムの召し
我々は、創世記 12:1－3 において、アブラハムが
彼の⽗親の家から出ていくように召されたことを
確認することができます。「時に主はアブラハム
に⾔われた、『あなたは国を出て、親族に別れ、
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⽗の家を離れ、わたしが⽰す地に⾏きなさい。わ
たしはあなたを⼤いなる国⺠とし、あなたを祝福
し、あなたの名を⼤きくしよう。あなたは、祝福
の基となるであろう。』あなたを祝福する者をわ
たしは祝福し、あなたをのろう者をわたしはのろ
う。地のすべてのやからは、あなたによって祝福
される。」

カルデヤのウルは、異教の崇拝の中⼼地でした。
その⼟地は肥沃であり、その場所はあらゆる富に
ついて有利でした。神がアブラハムに伝えたこと
は、端的にいうと次のようなものでした。「そこ
を出なさい。あなたが出発すれば、私があなたに
与える⼟地をあなたに⾒せよう。」。このときの
アブラハムの反応はどのようなものだったでしょ
うか︖アブラハムは、持ち回り品について荷造り
を始めた。あなたは、このときの彼の家族の反応
を想像できるでしょう。彼の親族は、次のように
質問しただろう。「なぜあなたは、荷造りをして
いるのか︖」、「私は、ここを去ります︕」、
「どこにいくのですか︖」、「知りません︕」、
「あなたが⾏く⼟地について教えてください︕」、
「知りません︕私が知っていることは、そこに⾏
くことを神が望んでいるということだけです。そ
して、このお⽅は私と共にいてくださいます︕」。
このような返答について彼の親族はどのように感
じたでしょうか︖もちろん、彼らは、彼を⼤変な
愚か者だと思ったでしょう。しかし、彼にこのよ
うな異常な⾏動をとらせたのは何だったのでしょ
うか︖使徒パウロは、次のように述べています。
「信仰によって、アブラハムは、受け継ぐべき地
に出て⾏けとの召しをこうむった時、それに従い、
⾏く先を知らないで出て⾏った。」（へブル⼈へ
の⼿紙 11:8）。
「アブラハムの質問しない従順は、全聖書を通じ
て⾒られる最も驚くべき信仰の例証の ⼀つである。
彼にとって、信仰とは、「望んでいる事がらを確
信し、まだ⾒ていない事実を確認すること」 であ
った（へブル 11:1）。彼は、神の約束の成就に対
する外⾒上の何の保証もないまま、神の約束にた

よって、どこへ⾏くのかも知らずに、家や親族、
故郷を捨てて神がお導きになる所に従おうとして
出て⾏った。「信仰によって、他国にい るように
して約束の地に宿り、同じ約束を継ぐイサク、ヤ
コブと共に、幕屋に住んだ」（へブル 11:9）。

アブラハムに臨んだ試練は、決して軽いもので
はなく、彼に要求された犠牲は、⼩さくはなかっ
た。アブラハムは、故郷、親族、家庭と、堅いき
ずなで結ばれていた。しかし、彼は、ためらうこ
となく召しに従った。彼は約束の地が肥沃である
か、健康的気候なのか、また、そこは快適な環境
で、富を蓄積する機会があるかなどは聞かなかっ
た。 神がお語りになったのであるから、神のしも
べは従わなければならなかった。彼にとって、こ
の地上で最も幸福な場所は 、神が彼にいるように
お望みになるところであった｡」3

なぜ、主は、彼の親族を離れ、彼が知らない地
に⾏くことをアブラハムにお命じになったのでし
ょうか︖預⾔の霊は次のように述べています。
「神が、アブラハムを清いみことばの擁護者とし
ての偉⼤な任務にふさわしい者とするためには、
まず 、アブラハムを、彼の⻘年時代の仲間から引
き離さなければならなかった。親族や友⼈たちの
感化は、主がそのしもべに与えようとされた訓練
を妨げるおそれがあった。アブラハムは、特別の
意味で神につながったのであるから、他国⼈の間
に住まなければならなかった。彼の品性は、世と
は全く異なり、特殊なものでなければならなかっ
た。彼は、⾃分の⾏動を友⼈たちに理解してもら
うように説明することもできなかった。霊のこと
は、霊によって理解される。そして、彼の動機と
⾏動とは、偶像教徒の親族には理解されなかっ
た。」4

信仰の旅
神の召しに従って、アブラハムは、彼の⽗であ

るテラが死ぬ時まで、ウルからハランに移り住み
ました。その後、聖なる声は、彼に前進するよう
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命じ、彼とその家族は、「集めた財産の全てと、
ハランでえた⼈々」（創世記 12:5）、すなわち、
伝道の働きにより勝ち取られた魂を携えて出てい
きました。

アブラハムは、どこに⾏っても主のための祭壇
を建てました。例えば、彼の次の居住地であるベ
テルでもそのようにしました。彼は、南⽅へと旅
を続けるにあたり⼲ばつに⾒舞われました。しか
し、彼は、神意による導きを疑いませんでした。
彼は、彼を取り巻く環境が⾃分のみ⾔葉への信仰
を揺るがすことを許しませんでした。その後続く
飢饉を避けるために彼は⼀時的にエジプトに避難
しましたが、神が彼のために設定した⽬的地を忘
れることはありませんでした。

祭壇を築く
彼が引っ越した後、アブラハムが残した祭壇は、

⽣ける神への彼の信仰についての永続的な告⽩と
なりました。今⽇の神の残りの⺠の教会において
もまた、祈りの⽣活が⾒られなければなりません。
「昔の⽗祖たちのように、神を愛すると告⽩する
ものは、どこに天幕を張っても、そこに主の祭壇
を築かなければならない。すべての家が祈りの家
でなければならない時があるとすれば、それは今
である。⽗親も、⺟親も、⾃分たちと⼦供たちの
ために、けんそんに願いをなし、⼼を神にむけな
ければならない。⽗親は、家庭の祭司として、朝
⼣の犠牲を神の祭壇にささげ、妻と⼦供たちは、
祈りと賛美に加わろう。イエスは、そうした家庭
に喜んでとどまられる｡」5

「どの家庭でも朝⼣の礼拝の時間を定めるべき
である。朝⾷をとる前に⼦供たちを集め、夜の守
りを天⽗に感謝し、その⽇に助けと導きをとを神
に願うことは、親にとってどんなにふさわしいこ
とであろう。また、夜になって、もう⼀度神のみ
前集まり、過ぎたその⽇の恵みを感謝することは、
親と⼦にとってなんとふさわしいことであろう。

家庭礼拝は状況に左右されてはならない。時々
祈り、しなければならない⼤きな仕事があると祈

ることを怠るようではいけない。そんなことをす
ると⼦供たちは、祈りはそれほど重要なことだと
は思わなくなってしまう。祈りは神の⼦供らにと
っては本当に⼤切なものである。そして感謝のさ
さげ物が朝な⼣な神のみ前にささげられねばなら
ない｡……

⽗⺟よ、仕事がどんなに忙しくても神の祭壇の
まわりに家族を集めることをやめてはならない。
家庭の中に聖天使の保護を求めなさい。愛する者
が誘惑にさらされていることを記憶しなさい｡｣6

無我という遺産

アブラハムは、可能な限り早くエジプトを離れ、
カナンに戻りました。カナンは、「家畜と⾦銀に
⾮常に富んでいた」（創世記 13:2）。ロトはまだ、
彼と⼀緒にいました。彼らは、彼らの家畜のため
の牧草地が⼗分でないことを認識していました。
そのため、彼らの分離は不可⽋でした。アブラハ
ムは年上であり、また神から実際に召された者で
あったにもかかわらず、どこに住みたいかについ
てロトに最初の選択権を与えました。

「アブラハムはロトに⾔った『わたしたちは⾝内
のものです。わたしとあなたの間にも、あたしの
牧者たちとあなたの牧者たちの間にも争いがない
ようにしましょう。全地はあなたの前にあるでは
ありませんか。どうかわたしと別れてください。
あなたが左にいけばわたしは右にいきます。あな
たが右にいけば、わたしは左にいきましょ
う。』」（創世記 13:8, 9）。
「ここに、アブラハムの⾼潔、無我の精神があ

らわされた。これと同様の⽴場におかれたとき、
なんと多くの⼈々が、⾃分の権利や優先権を主張
してやまないことであろう。こうして、どれほど
多くの家庭が破壊されたことであろう。どれほど
多くの教会が分裂して、真理の働きが悪⼈たちの
侮蔑と物笑いの種になったことであろう。……。
だれにでも礼儀正しくすることを⾝につけ、⼈々
からしてほしいと思うことを、喜んで⼈々にする
ならば、⼈⽣の不幸の半分はなくなってしまうこ




